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可児市教育委員会

地震が発生した場合の児童生徒の動き及び学校の対応方針

　本方針は、大規模地震の発生時期等を明確に予想できないこと、市内においても地域の特性や建

物等の状態が異なることを踏まえ、「自助に基づく安全な防災行動を選択できる」ことを重視したも

のです。

　なお、以下に示す児童生徒の動きは、異常な現象が発生した後に発生するおそれがある南海トラ

フ地震（いわゆる「後発地震」）のうち、気象庁の震度階級関連解説表で「壁が崩れる」、「窓ガラスが

割れ落ちる」、「道路が損傷する」等の被害が起こる可能性が高いと言われる「震度5弱以上」の地

震を想定していますが、地震を感じた場合は、以下のように対応してください。

登 校 前

下 校 後
登校中（下校中） 登 校 後

自宅で待機

命を守る行動

情報収集・避難

最寄りの避難所（地

区センター）で待機

一 斉 下 校

保護者へ引き渡し

学校で待機

◎安全を確保し、学校への

連絡を依頼する。

→休校の場合は、保護者と

連絡を取り、安全なら帰宅

する。

→学校再開の場合は、安全

確認のうえ、可能なら登校

する。

◎下校途中の場合は、保護

者と連絡を取り、安全なら

帰宅する。

・事前に、一斉下校することを保護者に連絡する。

・日没までに帰宅できない場合は、下校させない。

・帰宅後に何か支障がある児童生徒は、下校させない。

・自宅への到着確認を確実に行う。前

居住地や

通学路等

被害なし

下校可能

安 全 確 認

児童生徒の安否確認

通学路等の状況確認

◎安全を確保し、教職

員の指示にしたがう。

◎保護者との連絡

→災害用伝言ダイヤル・伝言板等

の活用。

◎自宅周辺の安全確認

→近隣住民への声かけ

◎身の安全の確保

・「落ちてこない・倒れ

てこない・移動して

こない」場所に身を

寄せる。

・屋内でも靴をはく。

・出口を確保する。前

いちばん近いところへ移動する。

◎印：児童生徒の動き

◎安全を確保しな

がら、できるだけ

集団で避難する。

◎直ちに近くの広い場所に避難し、その後


